
２０２０年の５Ｇ実現に向けて、
５Ｇの導入が想定される周
波数帯毎等に、技術的条件
をとりまとめ 

諮問の背景等 

 2020年の実現を目標に、世界各国で研究開発や実証等の取り組みが活発に進められている第５世代
移動通信システム（５Ｇ）は、「超高速」だけでなく、「多数同時接続」や「低遅延・高信頼」といった特徴を
有する新世代のモバイル通信システムである。 

 ５Ｇの特徴を活かして、交通、スマートシティ、農林水産、医療などの分野での利活用や新ビジネスの
創出が期待されている。５Ｇを早期に実現することで、我が国企業の国際競争力強化や地域活性化等
を図ることが必要である。 

 こうした状況を踏まえ、2020年の５Ｇ実現に向けた制度整備を行うため、新世代モバイル通信システム
（2020年代の移動通信システム）の技術的条件をとりまとめるための検討を開始する。 

１ 背景 

✓ 基本コンセプト 
✓ ネットワーク構成 
✓ サービスイメージ 
✓ 要求条件 
✓ ４Ｇから５Ｇへの進化シナリオ 等 

２ 検討の方向性 

検討の前提となる事項 
IoTへの展開等、４Ｇまでと異な
る進化が期待される５Ｇの早期
実現に向けて、検討の前提とな
る事項を明確にした上で、技術
的条件の検討に着手する必要。 

技術的条件のとりまとめ 

３ 検討スケジュール 

28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 

情報通信審議会 

ITU 

3GPP※ 

５
Ｇ
実
現 

新世代モバイル通信システムの技術的条件検討 

無線インターフェースの提案募集 
3GPP Rel 15 
（5Gの基本仕様） 

3GPP Rel 16 
（5Gの全体仕様） 

要求条件等の 
レポート作成 

※3GPP(3rd Generation Partnership Project)とは、3G、4G等の仕様を検討・標準化することを目的に、 1998年に設立された日米欧中韓の標準化団体からなるプロジェクト 

3GPP Rel 14 
（5Gの調査検討） 
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諮問の概要 ～新世代モバイル通信システムの技術的条件～ 

  近年、電波の利用は、日常生活に不可欠となっている携帯電話などの無線通信ネットワークはもとより、

交通、スマートシティ、医療など様々な分野に広がっている。さらに、あらゆる「モノ」がネットワークにつな

がるIoT時代の本格的な到来が予測されており、電波利用ニーズの更なる増加やIoT時代に対応可能な

新たな無線システムの実現が期待されている。 

  新世代の移動通信システムとして世界各国・地域で研究開発や実証等が行われている第５世代移動 

通信システム（以下「５Ｇ」という。）は、従来の携帯電話技術を中心に、小電力の無線通信技術やコアネッ

トワーク技術の高度化など様々な通信技術を柔軟に組み合わせた多様なネットワーク（ヘテロジニアス 

ネットワーク）となることが想定されており、「超高速」だけでなく、「多数同時接続」、「低遅延・高信頼」と

いった特徴を有するものとされている。また、５Ｇでは、UHF帯からEHF帯（ミリ波）までの幅広い周波数帯

の活用が見込まれており、EHF帯（ミリ波）等の高い周波数帯の特性を踏まえた技術的検討を行うことが

必要である。 

  このように５Ｇは、従来のスマートフォンや携帯電話といった利用形態の枠を超える移動通信システム 

として検討が進められており、IoT時代のICT基盤として様々な分野での活用が期待されている。 

  以上のことから、将来の電波利用ニーズの更なる増加やIoT時代に対応した新たな無線システムの  

早期実現に向けて、新世代モバイル通信システムの基本コンセプトを明確にした上で技術基準を策定 

するため、新世代モバイル通信システムの技術的条件について諮問する。 

２ 答申を希望する事項 

１ 諮問理由 

 新世代モバイル通信システムの技術的条件 

 平成29年夏以降、随時一部答申を希望 

３ 答申を希望する時期 
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